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広告

西
平
町

ぶ
ら
っ
と
越
木
岩

　
今
回
は
、
越
木
岩
地
域
の
北
東

部
に
位
置
す
る
閑
静
な
住
宅
街
、

西
平
町
を
紹
介
し
ま
す
。
地
名
の

由
来
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
越
木
岩
新
田
か
ら
見
て
西
側
の

平
ら
な
土
地
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

く
る
そ
う
で
す
が
、
歩
く
と
緩
や

か
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
る
町
で

す
。
越
木
岩
神
社
を
背
に
、
南
に

下
る
坂
道
の
東
側
か
ら
夙
川
の
間

に
位
置
す
る
の
が
西
平
町
で
す
。

上
り
下
り
す
る
道
沿
い
に
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
家
が
立
ち
並
び
、
個
性

的
な
家
の
形
を
鑑
賞
し
な
が
ら
散

歩
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
が
、
今

回
、
西
平
町
の
ぶ
ら
り
町
歩
き
で

お
す
す
め
し
た
い
の
は
、
夙
川
沿

い
に
あ
る
小
道
で
す
。

　
夙
川
に
架
か
る
越
木
岩
橋
の
西

詰
め
か
ら
山
へ
向
か
う
、
住
宅
地

と
川
に
挟
ま
れ
た
幅
の
狭
い
道
を

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
道
幅
は
車

1
台
が
通
れ
る
ぐ
ら
い
で
す
。
右

手
に
は
緑
に
囲
ま
れ
た
夙
川
が
流

れ
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
心
地
よ
い

響
き
が
聞
こ
え
ま
す
。
川
岸
へ
降

り
る
と
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
人

や
、
夏
に
は
子
ど
も
た
ち
が
水
遊

び
を
す
る
楽
し
気
な
姿
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
対
岸
に
は
銀
水

橋
へ
続
く
歩
道
が
あ
り
、
阪
急
苦

楽
園
口
駅
か
ら
登
山
へ
向
か
う

人
々
が
行
き
交
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、
小
道
を
歩
い
て

行
く
と
ど
ん
ど
ん
道
は
細

く
な
り
、
鬱う

っ

蒼そ
う

と
茂
る

木
々
が
迎
え
て
行
き
止
ま

り
と
な
り
ま
す
。
そ
の
手

前
に
は
、
住
宅
に
出
る
細

山へ向かって続く道。ここからスタート

い
隠
れ
家
的
な
階
段
が
あ
り
、
そ

れ
を
登
る
と
住
宅
街
に
出
ま
す
。

わ
ず
か
3
0
0
m
ほ
ど
の
小
道
で

す
が
、
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
の

ん
び
り
歩
く
の
に
は
お
す
す
め
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
た
だ
し
、
一
つ
だ
け
注
意
し
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

道
は
近
隣
に
住
ま
う
人
々
の
生
活

道
路
で
も
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
騒

ぐ
な
ど
し
て
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
散
策
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

川のせせらぎと木々の緑に心和む隠れ家的な階段を登ると住宅街に

越
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介
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澤
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澤
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岡
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光
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濱
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３
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憲
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濱
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史
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岸
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ラ
ブ
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友
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友
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友
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議
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金
田
　達
明
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多
田
　
　裕
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今
泉
　雄
大

夙
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　会
　長	

谷
口
　哲
司

　副
会
長	

田
中
　仁
美
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畑
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ろ
み

夙
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地
区
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少
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愛
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協
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会
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　光
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会
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吉
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こ
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ゅ
ん

夙
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
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　会
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会
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夙
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児
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育
成
セ
ン
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運
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委
員
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　運
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委
員
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委
員
長	

畑
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澤
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Ａ
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Ａ
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史
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Ｔ
Ａ
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Ｔ
Ａ

　会
　長	

平
田
　恵
理

　副
会
長	

山
本
久
美
子

　
　〃
　	

藤
村

　祐
子

夙
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
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Ｐ
Ｔ
Ａ
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Ａ
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Ｐ
Ｔ
Ａ
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　徹

北
夙
川
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所
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母
の
会

　会
　長	
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田

　裕
美

	
	

日
笠

　遼
子

越
木
岩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　会
　長	

佐
藤

　佳
代

　副
会
長	

弘
中

　順
子

　
　〃
　	

髙
島

　裕
子

（
会
長
・
副
会
長
以
外
は

省
略
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
8
年
度

役
員
紹
介
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北
夙
川
・
苦
楽
園
地
区
社
会
福

祉
協
議
会（
社
協
）は
、地
域
の
福
祉

向
上
を
目
的
に
、各
種
団
体
や
有
志

が
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。誘
い
合
わ
せ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。予
定
を
変
更
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
自
治

会
の
掲
示
板
や
民
生
・
児
童
委
員

が
配
る
ち
ら
し
な
ど
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。活
動
の
様
子
は
、「
北
夙

川
・
苦
楽
園
地
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
」の
I
n
s
t
a
g
r
a
m
に

も
投
稿
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
協
の
活
動
は
、
募
金

や
地
域
の
人
た
ち
か
ら
の
「
会
員

会
費
」
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
お

気
持
ち
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

社
協
か
ら
活
動
の
ご
案
内

◆
敬
老
の
つ
ど
い

　
70
歳
以
上
対
象
。
今
年
度
は
10

月
25
日（
日
）に
北
夙
川
小
学
校
体

育
館
で
開
催
。
対
象
者
に
参
加
券

を
配
布
。

◆
ふ
れ
あ
い
食
事
会

　
70
歳
以
上
の
独
居（
ま
た
は
昼

間
独
居
）、
80
歳
以
上
の
世
帯
、

90
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
、

手
作
り
料
理
の
昼
食
会
。
越
木
岩

会
館
2
階
。
主
に
第
4
火
曜
日
11

時
30
分
～
。
居
住
区
域
に
よ
り
班

分
け
あ
り
。
参
加
費
5
0
0
円
。

車
の
送
迎
あ
り
。
担
当
の
民
生
・

児
童
委
員
に
要
事
前
申
し
込
み
。

◆
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
60
歳
以
上
対
象
。
コ
ー
プ
苦
楽

園
集
会
室
で
手
芸
な
ど
を
楽
し
み

ま
す
。
第
2
月
曜
日
10
時
～（
1
・

8
月
休
み
）。
参
加
費
1
0
0
円
。

事
前
申
し
込
み
不
要
。

◆
活い

き
活い

き
ぷ
ら
ざ

　
60
歳
以
上
対
象
。
コ
ー
プ
苦
楽

園
集
会
室
で
、「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
楽

し
み
ま
す
。
第
1
月
曜
日
10
時
～

（
1
・
8
月
休
み
）。
事
前
申
し
込

み
不
要
。

◆
エ
ン
ゼ
ル
ぷ
ら
ざ

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
毎
回
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
夙
川

幼
稚
園
、
越
木
岩
幼
稚
園
、
苦
楽

園
市
民
館
。事
前
申
し
込
み
不
要
。

詳
細
は
【
北
夙
川
・
苦
楽
園 

地

区
エ
ン
ゼ
ル
ぷ
ら
ざ
】
で
検
索
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、地
域
の

人
や
各
種
団
体
の
要
望
を
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

　
毎
水
曜
日
と
第
1
金
曜
日
、
9

時
～
12
時

北
夙
川
小
学
校
1
階
職
員
室
並
び

☎
70
・
0
2
1
0

　
カ
ブ
隊（
小
2
～
5
年
生
）は
4

月
25
日
か
ら
1
泊
2
日
で
、
大
阪

府
の
国
見
山
、
交
野
山
で
春
季
舎

営
を
行
い
ま
し
た
。
初
日
は
大
き

な
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
い
、

国
見
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

へ
。
心
地
よ
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を

繰
り
返
し
な
が
ら
山
を
越
え
、
無

事
に
宿
舎
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　
ス
カ
ウ
ト
た
ち
は
、歩
い
て
き
た

道
の
り
や
生
き
物
を
描
き
起
こ
し

た「
自
分
た
ち
だ
け
の
地
図
」を
作

成
。そ
の
後
は
、
冬
眠
か
ら
目
覚
め

た
ト
カ
ゲ
を
追
い
か
け
た
り
、
ウ

グ
イ
ス
の
鳴
き
声
に
耳
を
澄
ま
せ

た
り
と
、
自
然
を
存
分
に
楽
し
み

ま
し
た
。夜
、
真
っ
暗
な
常
設
テ
ン

ト
内
で
は
寝
袋
に
く
る
ま
っ
て
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
。迷
い
込
ん
だ
ヤ

モ
リ
に
大
喜
び
す
る
な
ど
、
に
ぎ

や
か
な
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
交
野
山
山
頂
の
巨
岩

へ
。天
気
に
も
恵
ま
れ
、
大
阪
、
京

都
、
兵
庫
ま
で
見
渡
せ
る
大
パ
ノ

ラ
マ
の
絶
景
に
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。下
山
は
、
チ
ェ
ー
ン
を
頼
り

に
降
り
る
急
斜
面
や
岩
場
の
続
く

難
所
で
し
た
が
、
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
、
最
後
ま
で
力
強
く
完
歩
。

自
ら
の
足
で
困
難
を
乗
り
越
え
、

仲
間
の
大
切
さ
と
自
然
の
雄
大
さ

を
肌
で
感
じ
た
、確
か
な
自
信
に
つ

な
が
る
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。 巨岩の上で、カブスカウト大集合！

下
山
は
ス
リ
ル
満
点
。ご
つ
ご
つ
し

た
岩
場
の
道
を
進
み
ま
す

は
じ
め
ま
し
て
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

は
じ
め
ま
し
て
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

は
じ
め
ま
し
て
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　こ
の
春
、
地
域
内
の
学
校
と
消

防
署
に
赴
任
し
た
皆
さ
ん
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

①
現
住
所
②
前
の
職
場
③
ど
ん
な

子
ど
も
時
代
④
趣
味
⑤
座
右
の
銘

や
モ
ッ
ト
ー
⑥
今
年
の
抱
負

西宮北高等学校
西宮苦楽園高等学校
教頭

岡本 哲也
先生

①
神
戸
市
②
須
磨
東
高
等
学
校
③

泳
ぐ
の
が
好
き
な
子
ど
も
で
、
中

学
、
高
校
と
水
泳
部
の
部
長
を
し

て
い
た
④
生
成
Ａ
Ｉ
を
う
ま
く
使

う
方
法
に
つ
い
て
調
べ
る
。
郊
外

の
ド
ラ
イ
ブ
⑤「
七
転
び
八
起
き
」

失
敗
し
な
い
と
成
長
は
な
い
⑥
ま

ず
は
学
校
に
早
く
慣
れ
て
、
落
ち

着
い
た
印
象
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。

北夙川小学校
教頭

杉谷 達志
先生

①
西
宮
市
②
北
六
甲
台
小
学
校
③

野
球
と
体
育
の
授
業
が
大
好
き
な

子
ど
も
④
家
族
と
キ
ャ
ン
プ
す
る

こ
と
。
自
然
の
中
で
過
ご
す
時
間

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
⑤
一
人

一
人
が
輝
き
、
み
ん
な
が
笑
顔
に

な
れ
る
学
校
⑥
安
全
・
安
心
で
笑

顔
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
。
誰
も

が
ホ
ッ
と
で
き
る
温
か
い
居
場
所

を
目
指
し
ま
す
。

苦楽園小学校
校長

畑中 章文
先生

①
三
田
市
②
高
木
小
学
校
③
魚
捕

り
が
好
き
な
子
ど
も
だ
っ
た
。
中

学
は
バ
ン
ド
活
動
、
高
校
は
野
球

部
、
大
学
は
硬
式
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
④
10
年
前
か
ら
始
め
た
テ
ニ

ス
、
魚
釣
り
⑤
「
人
間
万
事
塞
翁

が
馬
」⑥
創
立
50
周
年
に
あ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
、
苦
楽
園

の
こ
と
が
好
き
に
な
れ
る
よ
う
な

1
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西宮消防署
北夙川分署
分署長

田中 正和
さん

①
神
戸
市
②
鳴
尾
消
防
署
浜
分
署

③
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
。
近

所
の
公
園
で
遊
び
回
っ
て
い
た
④

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。
健
康
維
持
の
た

め
の
ジ
ム
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
⑤
夢

な
き
者
に
成
功
な
し
。
夢
は
自
分

で
見
つ
け
達
成
す
る
も
の
⑥
北
夙

川
の
地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
職
員
一

同
職
務
に
努
め
て
い
き
た
い
。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

春
の
活
動
報
告

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
13
団
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　『
宮
っ
子
』
の
各
戸
配
布
は
、

約
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
越
木
岩

自
治
会
の
理
事
、
並
び
に
委
員
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
配
布
人
員
の
高
齢
化
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
令
和
8
年
5
・

6
月
号
を
も
っ
て
自
治
会
に
よ
る

配
布
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
終
了
と
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
事
前
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
各
戸
配
布
が
最
善
で
は
あ
り
ま

す
が
、
諸
事
情
に
よ
り
難
し
い
状

況
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
い
く

つ
か
の
拠
点
設
置
に
よ
る
配
布
を

中
心
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
設
置
場
所（
随
時
追
加
予
定
）

　
・
越
木
岩
神
社

　
・
越
木
岩
会
館

　
・
北
夙
川
体
育
館

　
・
コ
ー
プ
苦
楽
園

　
・
尼
崎
信
用
金
庫（
苦
楽
園
支
店
）

　
・
但
馬
銀
行（
苦
楽
園
支
店
）

　
・
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲（
夙
川
支
店
）

　
・Bacchus FUKUI（
福
井
商
店
）

　
・
増
沢
米
酒
店

　
・
池
田
泉
州
銀
行（
苦
楽
園
支
店
）

　
・
中
曽
根
書
店

『
宮
っ
子
』の
越
木
岩
地
域
で

の
各
戸
配
布
終
了
に
つ
い
て

　
・
欧
風
洋
菓
子 

リ
ベ
ロ

　
検
討
内
容
は
追
っ
て
地
域
内
の

掲
示
板
や
回
覧
で
共
有
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
続
報
は
そ
ち
ら
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

で
、
検
討
内
容
も
含
め
て
設
置
場

所
の
地
図
な
ど
の
情
報
を
随
時
、

更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
併
せ

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
『
宮
っ

子
』
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
事
務
局

　（
0
7
9
8
）35
・
3
4
5
8

共
催
　
越
木
岩
自
治
会

　
　
　
北
夙
川
地
区
青
愛
協

日
時
　

7
月
18
日（
土
）～
24
日（
金
）

　
　
　

8
月
21
日（
金
）～
27
日（
木
）

場
所
　
北
夙
川
小
学
校
校
庭

日
時
　

7
月
31
日（
金
）18
時
～

　
　
　

8
月
1
日（
土
）15
時
～

　
　
　

8
月
2
日（
日
）15
時
～

場
所
　
北
夙
川
小
学
校
校
庭・体
育
館

※
詳
細
は
、
自
治
会
の
掲
示
板
を
見

て
く
だ
さ
い

ラ
ジ
オ
体
操

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
越
木
岩

広告

㊗敬老のつどい
地域のみんなで長寿のお祝い

旬の食材を使った料理ですて
きなひとときを過ごしましょう！

ピカピカの1年生！
登下校を温かく見守ります
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北
夙
川
・
苦
楽
園
地
区
社
会
福

祉
協
議
会（
社
協
）は
、地
域
の
福
祉

向
上
を
目
的
に
、各
種
団
体
や
有
志

が
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。誘
い
合
わ
せ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。予
定
を
変
更
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
自
治

会
の
掲
示
板
や
民
生
・
児
童
委
員

が
配
る
ち
ら
し
な
ど
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。活
動
の
様
子
は
、「
北
夙

川
・
苦
楽
園
地
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
」の
I
n
s
t
a
g
r
a
m
に

も
投
稿
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
協
の
活
動
は
、
募
金

や
地
域
の
人
た
ち
か
ら
の
「
会
員

会
費
」
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
お

気
持
ち
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

社
協
か
ら
活
動
の
ご
案
内

◆
敬
老
の
つ
ど
い

　
70
歳
以
上
対
象
。
今
年
度
は
10

月
25
日（
日
）に
北
夙
川
小
学
校
体

育
館
で
開
催
。
対
象
者
に
参
加
券

を
配
布
。

◆
ふ
れ
あ
い
食
事
会

　
70
歳
以
上
の
独
居（
ま
た
は
昼

間
独
居
）、
80
歳
以
上
の
世
帯
、

90
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
、

手
作
り
料
理
の
昼
食
会
。
越
木
岩

会
館
2
階
。
主
に
第
4
火
曜
日
11

時
30
分
～
。
居
住
区
域
に
よ
り
班

分
け
あ
り
。
参
加
費
5
0
0
円
。

車
の
送
迎
あ
り
。
担
当
の
民
生
・

児
童
委
員
に
要
事
前
申
し
込
み
。

◆
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
60
歳
以
上
対
象
。
コ
ー
プ
苦
楽

園
集
会
室
で
手
芸
な
ど
を
楽
し
み

ま
す
。
第
2
月
曜
日
10
時
～（
1
・

8
月
休
み
）。
参
加
費
1
0
0
円
。

事
前
申
し
込
み
不
要
。

◆
活い

き
活い

き
ぷ
ら
ざ

　
60
歳
以
上
対
象
。
コ
ー
プ
苦
楽

園
集
会
室
で
、「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
楽

し
み
ま
す
。
第
1
月
曜
日
10
時
～

（
1
・
8
月
休
み
）。
事
前
申
し
込

み
不
要
。

◆
エ
ン
ゼ
ル
ぷ
ら
ざ

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
毎
回
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
夙
川

幼
稚
園
、
越
木
岩
幼
稚
園
、
苦
楽

園
市
民
館
。事
前
申
し
込
み
不
要
。

詳
細
は
【
北
夙
川
・
苦
楽
園 

地

区
エ
ン
ゼ
ル
ぷ
ら
ざ
】
で
検
索
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、地
域
の

人
や
各
種
団
体
の
要
望
を
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

　
毎
水
曜
日
と
第
1
金
曜
日
、
9

時
～
12
時

北
夙
川
小
学
校
1
階
職
員
室
並
び

☎
70
・
0
2
1
0

　
カ
ブ
隊（
小
2
～
5
年
生
）は
4

月
25
日
か
ら
1
泊
2
日
で
、
大
阪

府
の
国
見
山
、
交
野
山
で
春
季
舎

営
を
行
い
ま
し
た
。
初
日
は
大
き

な
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
い
、

国
見
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

へ
。
心
地
よ
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を

繰
り
返
し
な
が
ら
山
を
越
え
、
無

事
に
宿
舎
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　
ス
カ
ウ
ト
た
ち
は
、歩
い
て
き
た

道
の
り
や
生
き
物
を
描
き
起
こ
し

た「
自
分
た
ち
だ
け
の
地
図
」を
作

成
。そ
の
後
は
、
冬
眠
か
ら
目
覚
め

た
ト
カ
ゲ
を
追
い
か
け
た
り
、
ウ

グ
イ
ス
の
鳴
き
声
に
耳
を
澄
ま
せ

た
り
と
、
自
然
を
存
分
に
楽
し
み

ま
し
た
。夜
、
真
っ
暗
な
常
設
テ
ン

ト
内
で
は
寝
袋
に
く
る
ま
っ
て
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
。迷
い
込
ん
だ
ヤ

モ
リ
に
大
喜
び
す
る
な
ど
、
に
ぎ

や
か
な
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
交
野
山
山
頂
の
巨
岩

へ
。天
気
に
も
恵
ま
れ
、
大
阪
、
京

都
、
兵
庫
ま
で
見
渡
せ
る
大
パ
ノ

ラ
マ
の
絶
景
に
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。下
山
は
、
チ
ェ
ー
ン
を
頼
り

に
降
り
る
急
斜
面
や
岩
場
の
続
く

難
所
で
し
た
が
、
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
、
最
後
ま
で
力
強
く
完
歩
。

自
ら
の
足
で
困
難
を
乗
り
越
え
、

仲
間
の
大
切
さ
と
自
然
の
雄
大
さ

を
肌
で
感
じ
た
、確
か
な
自
信
に
つ

な
が
る
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。 巨岩の上で、カブスカウト大集合！

下
山
は
ス
リ
ル
満
点
。ご
つ
ご
つ
し

た
岩
場
の
道
を
進
み
ま
す

は
じ
め
ま
し
て
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

は
じ
め
ま
し
て
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

は
じ
め
ま
し
て
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　こ
の
春
、
地
域
内
の
学
校
と
消

防
署
に
赴
任
し
た
皆
さ
ん
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

①
現
住
所
②
前
の
職
場
③
ど
ん
な

子
ど
も
時
代
④
趣
味
⑤
座
右
の
銘

や
モ
ッ
ト
ー
⑥
今
年
の
抱
負

西宮北高等学校
西宮苦楽園高等学校
教頭

岡本 哲也
先生

①
神
戸
市
②
須
磨
東
高
等
学
校
③

泳
ぐ
の
が
好
き
な
子
ど
も
で
、
中

学
、
高
校
と
水
泳
部
の
部
長
を
し

て
い
た
④
生
成
Ａ
Ｉ
を
う
ま
く
使

う
方
法
に
つ
い
て
調
べ
る
。
郊
外

の
ド
ラ
イ
ブ
⑤「
七
転
び
八
起
き
」

失
敗
し
な
い
と
成
長
は
な
い
⑥
ま

ず
は
学
校
に
早
く
慣
れ
て
、
落
ち

着
い
た
印
象
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。

北夙川小学校
教頭

杉谷 達志
先生

①
西
宮
市
②
北
六
甲
台
小
学
校
③

野
球
と
体
育
の
授
業
が
大
好
き
な

子
ど
も
④
家
族
と
キ
ャ
ン
プ
す
る

こ
と
。
自
然
の
中
で
過
ご
す
時
間

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
⑤
一
人

一
人
が
輝
き
、
み
ん
な
が
笑
顔
に

な
れ
る
学
校
⑥
安
全
・
安
心
で
笑

顔
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
。
誰
も

が
ホ
ッ
と
で
き
る
温
か
い
居
場
所

を
目
指
し
ま
す
。

苦楽園小学校
校長

畑中 章文
先生

①
三
田
市
②
高
木
小
学
校
③
魚
捕

り
が
好
き
な
子
ど
も
だ
っ
た
。
中

学
は
バ
ン
ド
活
動
、
高
校
は
野
球

部
、
大
学
は
硬
式
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
④
10
年
前
か
ら
始
め
た
テ
ニ

ス
、
魚
釣
り
⑤
「
人
間
万
事
塞
翁

が
馬
」⑥
創
立
50
周
年
に
あ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
、
苦
楽
園

の
こ
と
が
好
き
に
な
れ
る
よ
う
な

1
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西宮消防署
北夙川分署
分署長

田中 正和
さん

①
神
戸
市
②
鳴
尾
消
防
署
浜
分
署

③
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
。
近

所
の
公
園
で
遊
び
回
っ
て
い
た
④

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。
健
康
維
持
の
た

め
の
ジ
ム
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
⑤
夢

な
き
者
に
成
功
な
し
。
夢
は
自
分

で
見
つ
け
達
成
す
る
も
の
⑥
北
夙

川
の
地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
職
員
一

同
職
務
に
努
め
て
い
き
た
い
。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

春
の
活
動
報
告

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
13
団

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　『
宮
っ
子
』
の
各
戸
配
布
は
、

約
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
越
木
岩

自
治
会
の
理
事
、
並
び
に
委
員
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
配
布
人
員
の
高
齢
化
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
令
和
8
年
5
・

6
月
号
を
も
っ
て
自
治
会
に
よ
る

配
布
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
終
了
と
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
事
前
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
各
戸
配
布
が
最
善
で
は
あ
り
ま

す
が
、
諸
事
情
に
よ
り
難
し
い
状

況
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
い
く

つ
か
の
拠
点
設
置
に
よ
る
配
布
を

中
心
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
設
置
場
所（
随
時
追
加
予
定
）

　
・
越
木
岩
神
社

　
・
越
木
岩
会
館

　
・
北
夙
川
体
育
館

　
・
コ
ー
プ
苦
楽
園

　
・
尼
崎
信
用
金
庫（
苦
楽
園
支
店
）

　
・
但
馬
銀
行（
苦
楽
園
支
店
）

　
・
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲（
夙
川
支
店
）

　
・Bacchus FUKUI（
福
井
商
店
）

　
・
増
沢
米
酒
店

　
・
池
田
泉
州
銀
行（
苦
楽
園
支
店
）

　
・
中
曽
根
書
店

『
宮
っ
子
』の
越
木
岩
地
域
で

の
各
戸
配
布
終
了
に
つ
い
て

　
・
欧
風
洋
菓
子 

リ
ベ
ロ

　
検
討
内
容
は
追
っ
て
地
域
内
の

掲
示
板
や
回
覧
で
共
有
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
続
報
は
そ
ち
ら
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

で
、
検
討
内
容
も
含
め
て
設
置
場

所
の
地
図
な
ど
の
情
報
を
随
時
、

更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
併
せ

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
『
宮
っ

子
』
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
事
務
局

　（
0
7
9
8
）35
・
3
4
5
8

共
催
　
越
木
岩
自
治
会

　
　
　
北
夙
川
地
区
青
愛
協

日
時
　

7
月
18
日（
土
）～
24
日（
金
）

　
　
　

8
月
21
日（
金
）～
27
日（
木
）

場
所
　
北
夙
川
小
学
校
校
庭

日
時
　

7
月
31
日（
金
）18
時
～

　
　
　

8
月
1
日（
土
）15
時
～

　
　
　

8
月
2
日（
日
）15
時
～

場
所
　
北
夙
川
小
学
校
校
庭・体
育
館

※
詳
細
は
、
自
治
会
の
掲
示
板
を
見

て
く
だ
さ
い

ラ
ジ
オ
体
操

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
越
木
岩

広告

㊗敬老のつどい
地域のみんなで長寿のお祝い

旬の食材を使った料理ですて
きなひとときを過ごしましょう！

ピカピカの1年生！
登下校を温かく見守ります

第３98号令和 8年 7月 1日タウンニュース　越木岩 タウンニュース　越木岩第３98号 令和 8年 7月 1日⑶ ⑵



越木岩地域の氏神様 ～皆様の健康をご祈念します～

http://www.koshikiiwa-jinja.jp/
〒662-0092　西宮市�岩町 5-4

夏 　  　 詣
7/16～8/16

広告

西
平
町

ぶ
ら
っ
と
越
木
岩

　
今
回
は
、
越
木
岩
地
域
の
北
東

部
に
位
置
す
る
閑
静
な
住
宅
街
、

西
平
町
を
紹
介
し
ま
す
。
地
名
の

由
来
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
越
木
岩
新
田
か
ら
見
て
西
側
の

平
ら
な
土
地
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

く
る
そ
う
で
す
が
、
歩
く
と
緩
や

か
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
る
町
で

す
。
越
木
岩
神
社
を
背
に
、
南
に

下
る
坂
道
の
東
側
か
ら
夙
川
の
間

に
位
置
す
る
の
が
西
平
町
で
す
。

上
り
下
り
す
る
道
沿
い
に
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
家
が
立
ち
並
び
、
個
性

的
な
家
の
形
を
鑑
賞
し
な
が
ら
散

歩
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
が
、
今

回
、
西
平
町
の
ぶ
ら
り
町
歩
き
で

お
す
す
め
し
た
い
の
は
、
夙
川
沿

い
に
あ
る
小
道
で
す
。

　
夙
川
に
架
か
る
越
木
岩
橋
の
西

詰
め
か
ら
山
へ
向
か
う
、
住
宅
地

と
川
に
挟
ま
れ
た
幅
の
狭
い
道
を

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
道
幅
は
車

1
台
が
通
れ
る
ぐ
ら
い
で
す
。
右

手
に
は
緑
に
囲
ま
れ
た
夙
川
が
流

れ
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
心
地
よ
い

響
き
が
聞
こ
え
ま
す
。
川
岸
へ
降

り
る
と
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
人

や
、
夏
に
は
子
ど
も
た
ち
が
水
遊

び
を
す
る
楽
し
気
な
姿
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
対
岸
に
は
銀
水

橋
へ
続
く
歩
道
が
あ
り
、
阪
急
苦

楽
園
口
駅
か
ら
登
山
へ
向
か
う

人
々
が
行
き
交
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、
小
道
を
歩
い
て

行
く
と
ど
ん
ど
ん
道
は
細

く
な
り
、
鬱う

っ

蒼そ
う

と
茂
る

木
々
が
迎
え
て
行
き
止
ま

り
と
な
り
ま
す
。
そ
の
手

前
に
は
、
住
宅
に
出
る
細

山へ向かって続く道。ここからスタート

い
隠
れ
家
的
な
階
段
が
あ
り
、
そ

れ
を
登
る
と
住
宅
街
に
出
ま
す
。

わ
ず
か
3
0
0
m
ほ
ど
の
小
道
で

す
が
、
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
の

ん
び
り
歩
く
の
に
は
お
す
す
め
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
た
だ
し
、
一
つ
だ
け
注
意
し
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

道
は
近
隣
に
住
ま
う
人
々
の
生
活

道
路
で
も
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
騒

ぐ
な
ど
し
て
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
散
策
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

川のせせらぎと木々の緑に心和む隠れ家的な階段を登ると住宅街に

越
木
岩
区
有
財
産
管
理
委
員
会

　委
員
長	

福
田
　義
信

　副
委
員
長	

中
田
　耕
介

一
般
財
団
法
人
越
木
岩
会

　理
事
長	

矢
田
　義
博

　常
務
理
事	

金
田
　達
明

越
木
岩
自
治
会

　会
　長	

古
田
　
　実

　副
会
長	

橋
本
　典
夫

　
　〃
　	

鍜
治
谷
義
人

　
　〃
　	

西
山
カ
ナ
恵

　
　〃
　	

多
田
　
　裕

　
　〃
　	

谷
澤
　佳
永

越
木
岩
婦
人
会

　会
　長	

谷
澤
　佳
永

　副
会
長	

多
田
み
つ
え

　
　〃
　	

山
本
　美
貴

越
木
岩
青
年
会

　会
　長	

田
川
　絵
梨

　副
会
長	

藤
原
　康
平

　
　〃
　	

鍜
治
谷
　樹

　夏
実
行
委
員
長	

松
村

　拓
美

　秋
実
行
委
員
長	

鍜
治
谷

　樹

　冬
実
行
委
員
長	

田
中

　滉
馬

北
夙
川
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

　会
　長	

国
貞

　
　淳

　副
会
長	

岩
井
　
　昭

　
　〃
　	

吉
田
　千
畝

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
北
夙
川

　会
　長	

冨
山

　晃
伸

　副
会
長	

多
田

　
　裕

　
　〃
　	

斎
藤
　尚
子

北
夙
川
留
守
家
庭
児
童

　
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　運
営
委
員
長	

髙
島
　裕
子

　副
委
員
長	

岡
田
　純
一

北
夙
川
子
ど
も
会

　会
　長	

高
光
美
千
代

　副
会
長	

栗
原
　倫
子

苦
楽
園
子
ど
も
会

　会
　長	

高
濱
　紀
子

　
　〃
　	

上
本
由
紀
恵

　副
会
長	

藤
本
こ
こ
ろ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
３
団

　団
委
員
長	
正
願
　大
輔

　副
団
委
員
長	

森
地
　一
夫

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
13
団

　団
委
員
長	

大
垣
　昭
博

　副
団
委
員
長	

田
中
　正
憲

　
　〃
　	

清
野
　善
樹

　
　〃
　	

濱
　
　孝
之

　
　〃
　	

大
久
保
隆
史

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
県
第
33
団

　団
委
員
長	

野
中
　結
香

　副
団
委
員
長	

岸
田
　恵
子

西
宮
老
人
ク
ラ
ブ
北
夙
川
校
区

　会
　長	

礒
野

　文
男

越
木
岩
北
楽
友
会

　会
　長	

吉
井
千
代
子

　副
会
長	

鈴
木
久
仁
子

　
　〃
　	

吉
井
　節
子

越
木
岩
南
楽
友
会

　会
　長	

荻
田

　和
江

　副
会
長	

沼
間

　保
惠

　
　〃
　	

小
林
　孝
吉

越
木
岩
西
楽
友
会

　会
　長	

磯
野
　文
男

　副
会
長	

鍋
谷
　英
子

　
　〃
　	

吉
井
　
　操

上
越
木
岩
会

　会
　長	

矢
田
　義
博

　副
会
長	

橋
本
　
　哲

　
　〃
　	

岡
本
　康
子

中
越
木
岩
親
交
会

　会
　長	

多
田
　
　豊

　副
会
長	

吉
井
　
　操

下
越
木
岩
共
栄
会

　会
　長	

福
田
　義
信

　副
会
長	

田
中
　孝
一

上
越
木
岩
農
会

　会
　長	

橋
本
　典
夫

下
越
木
岩
農
会

　会
　長	

竹
内
　芳
夫

越
木
岩
自
主
防
災
会

　会
　長	

古
田
　
　実

　副
会
長	

田
中
　孝
一

　
　〃
　	
鍜
治
谷
義
人

　
　〃
　	
多
田
　
　裕

西
宮
市
消
防
団
越
木
岩
分
団

　分
団
長	

田
中

　孝
一

　副
分
団
長	

播
間

　公
年

北
夙
川
・
苦
楽
園
地
区

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

　会
　長	

篠
本
　令
子

　副
会
長	

仲
谷
　順
子

　
　〃
　	

金
田

　達
明

　
　〃
　	

多
田

　
　裕

　
　〃
　	

今
泉

　雄
大

夙
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　会
　長	

谷
口
　哲
司

　副
会
長	

田
中
　仁
美

　
　〃
　	

畑
　ひ
ろ
み

夙
川
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

　会
　長	

奥
　
　光
男

　副
会
長	

吉
田
都
紀
子

　
　〃
　	

都み
や
こ

　
　鐘し

ょ
う

洵じ
ゅ
ん

夙
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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　会
　長	

荻
野
　祥
一

　副
会
長	

禰ね

宜ぎ

田た

美
生

　
　〃
　	

須
田
　和
寛

夙
川
留
守
家
庭
児
童

　
　
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　運
営
委
員
長	

内
田
　聡
美

　副
委
員
長	

畑
　ひ
ろ
み

苦
楽
園
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

　会
　長	

佐
藤
美
由
紀

　副
会
長	

米
澤
　利
行

　
　〃
　	

甲
斐
佳
代
子

　
　〃
　	

池
成
真
紀
子

苦
楽
園
留
守
家
庭
児
童

　
　
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　運
営
委
員
長	

佐
藤
美
由
紀

県
立
西
宮
甲
山
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　会
　長	

井
上
由
紀
子

　副
会
長	

池
田

　京
子

県
立
西
宮
苦
楽
園
・
西
宮
北

　
　
　
　
　
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　会
　長	

篠
田
　匡
史

　副
会
長	

柳
川
万
左
子

　
　〃	

前
田
有
紀
子

　
　〃	

池
宮

　有
希

苦
楽
園
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　会
　長	

片
山
　健
一

　副
会
長	

八
木
真
名
緒

　
　〃
　	

大
西
　恵
美

北
夙
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　会
　長	

平
田
　恵
理

　副
会
長	

山
本
久
美
子

　
　〃
　	

藤
村
　祐
子

夙
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　会
　長	

都
　
　鐘
洵

　副
会
長	

長
谷
川
佳
央
理

　
　〃
　	

二
木
　亜
美

　
　〃
　	

森
　
　麻
利

苦
楽
園
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　会
　長	

戸
田
　麻
未

　副
会
長	

水
原
　理
紗

　
　〃
　	

岡
山
　莉
紗

越
木
岩
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

　会
　長	

清
家
　加
奈

夙
川
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

　会
　長	

和わ

食じ
き

　
　徹

北
夙
川
保
育
所
父
母
の
会

　会
　長	

冨
田
　裕
美

	
	

日
笠
　遼
子

越
木
岩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　会
　長	

佐
藤

　佳
代

　副
会
長	

弘
中

　順
子

　
　〃
　	

髙
島

　裕
子

（
会
長
・
副
会
長
以
外
は

省
略
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
8
年
度

役
員
紹
介
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